
滋賀県では南から暖かく湿った空気の流入や上空の寒気の影響で、大気の状態が非常に不安定となり、活発な積乱雲が通過した近
江八幡市では突風と見られる現象が28日16時30分ごろ発生した。これにより民家や公共施設、神社等の屋根瓦やフェンス等に一部損
壊等の被害があった。この件に関して、彦根地方気象台では、気象庁機動調査班（JMA-MOT）を派遣して現地調査を実施中です。調
査結果については、まとまり次第、 改めてお知らせします。
29日09時現在、人的災害は確認されていません。（自治体等調べ）

この資料は速報として取り急ぎまとめたものです。そのため、後日内容の一部訂正や追加をすることがあります。

令和５年６月28日の近江八幡市で発生した突風について
（滋賀県の気象速報）

概要

令和５年６月29日09時現在 気象速報 彦根地方気象台

地上天気図（６月28日15時） レーダ画像（６月28日16時20分～16時40分）

16時20分 16時30分 16時40分



アメダス時系列グラフ（6月28日12時～28日18時）

※横軸は時刻を示す。
※平均・風向風速は前10分間の平均値で、風速の表し方は左の例のとおり。


